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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

2/22現在 

父島 

32.0/100 

母島  

47.0/100 

 

1 月気象状況    （父島） 

最高気温   23.1℃ 

最低気温   11.1℃ 

平均気温   17.9℃ 

平均湿度   60％ 

月降水量   48.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（2/1） 

             2,599人 

             父島      母島                

  人口      2,130人   469人 

  世帯      1,224    268 

                                       

    

父
島
で
は
渇
水
対
策
と
し
て
、
村
所
有
の
海
水
淡

水
化
装
置
を
２
月
15
日
か
ら
稼
働
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
資
源
機
構
か
ら
貸
与
を
受
け
た
装
置
は
18

日
か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
一
日
１
２

０
㎥
の
水
量
を
確
保
し
、
ま
た
、
農
業
者
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
得
て
、
農
業
用
水
の
一
部
を
分
水
し
て

い
た
だ
い
て
約
60
㎥
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。 

母
島
で
は
、
大
沢
水
系
の
農
業
用
水
を
分
水
し
て

い
た
だ
き
、
２
月
７
日
よ
り
一
日
約
15
㎥
を
確
保
し

て
い
ま
す
。
今
月
中
旬
か
ら
は
海
水
淡
水
化
装
置
を

導
入
し
、
さ
ら
に
20
㎥
を
確
保
す
る
予
定
で
す
。 

平
成
23
年
の
渇
水
時
に
、
海
水
淡
水
化
に
要
し
た

電
気
代
は
、
６
倍
も
か
か
り
ま
し
た
。
島
内
で
は
発

電
量
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、農
業
用
水
も
、

決
し
て
余
裕
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
さ

ら
な
る
節
水
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

建
設
水
道
課 

２
―
３
１
１
６ 

 
 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
３
―
２
１
１
１ 

  

   

昨
年
11
月
に
募
集
し
ま
し
た
下
水
道
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
の
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
し
ま
し
た
。 

応
募
総
数
63
点
の
中
か
ら
、
１
月
22
日
竹
芝
で

開
催
さ
れ
た
小
笠
原
Ｄ
Ａ
Ｙ
参
加
者
と
父
島
・
母
島

の
小
中
学
生
に
よ
る
投
票
の
結
果
、
田
浦
秀
一
郎
さ

ん
の
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
に
な
り
ま
し
た
。 

今
後
こ
の
デ
ザ
イ
ン
を
元
に
実
際
の
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
を
製
作
し
て
い
き
ま
す
。
応
募
・
投
票
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

        

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

２
―
３
１
１
５ 

      

小
笠
原
村
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
自
主
放
送

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
最
大
限
に
活
用
し
、
地
域
内
の
様
々

な
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
地
域
の
人
々
の
つ
な
が

り
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
村
民
の
皆
様
の
意
向
を
把
握
し
、
自
主

放
送
の
活
用
を
検
討
す
る
上
で
の
参
考
に
す
る
た
め
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
グ
ル
ー
プ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
２
日
（
木
）
午
後
７
時
～
８
時
30

分 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
３
日
（
金
）
午
後
７
時
～
８
時
30

分 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
内
容
】 

 

○
試
験
番
組
の
視
聴
・
意
見
交
換 

 

○
番
組
表
を
考
え
て
み
る
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
） 

予
定 

  

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室 

２
―
３
１
１
１ 

      

小
笠
原
村
で
は
、
公
共
施
設
等
の
総
合
的
か
つ
長

期
的
な
視
点
で
の
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、「
小
笠
原

村
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま

す
。 こ

の
た
び
、案
と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

村
民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。 

 

【
計
画
の
内
容
】 

 

小
笠
原
村
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
案
） 

 

※
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

※
総
務
課
、
母
島
支
所
の
窓
口
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
。 

【
募
集
期
間
】
３
月
１
日
（
水
）
～
３
月
14
日
（
火
） 

【
募
集
方
法
】 

 

住
所
・
氏
名
を
記
載
し
、
書
面
・
郵
便
・
フ
ァ
ク

ス
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
ご
提

出
く
だ
さ
い
。 

 

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
窓
口
の
閲

覧
書
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 

２
―
３
１
１
１
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海
水
淡
水
化
装
置
が
稼
働
中
で
す 

 

マ
ン
ホ
ー
ル
デ
ザ
イ
ン
決
定 

 

自
主
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
活
用 

 
 
 

村
民
グ
ル
ー
プ
ヒ
ア
リ
ン
グ 

 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
案
） 

 

村
民
意
見
募
集
に
つ
い
て 
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【
平
成
28
年
度
実
施
結
果
】 

○
面
的
調
査
・
滑
走
路
掘
削
立
会 

 

平
成
28
年
４
月
14
日
～
平
成
29
年
３
月
16
日

に
か
け
て
15
日
間
程
度
の
派
遣
を
20
回
実
施
（
予

定
分
を
含
む
） 

 

〇
収
容
派
遣 

本
年
度
中
に
収
容
さ
れ
た
ご
遺
骨
17
柱
は
、
第
４

回
収
容
派
遣
団
と
と
も
に
内
地
に
帰
還
し
、
２
月
２

日
に
執
り
行
わ
れ
た
「
硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
引
渡
式

（
会
場
：
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
）」
に
お
い
て
、
政

府
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

小
笠
原
村
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、
本
事
業
へ
最

大
限
の
協
力
を
す
る
と
と
も
に
、
事
業
が
よ
り
実
り

多
き
も
の
に
な
る
よ
う
、
厚
生
労
働
省
及
び
日
本
戦

没
者
遺
骨
収
集
推
進
協
会
（
※
）
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
機
関
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。 

 

※
日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
協
会
と
は
・
・
・ 

 

平
成
28
年
11
月
か
ら
厚
生
労
働
省
の
指
導
監
督

の
下
、
民
間
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
先
の
大
戦
で

の
日
本
人
戦
没
者
の
遺
骨
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及

び
収
骨
収
集
を
実
施
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
一
般

社
団
法
人 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

                                

第
４
回 

第
３
回 

第
２
回 

第
１
回 

 

平
成
29
年
１
月

18
日
～
２
月
２

日 

平
成
28
年
11
月

22
日
～
12
月
７
日 

平
成
28
年
９
月
28

日
～
10
月
12
日 

平
成
28
年
６
月
８

日
～
６
月
22
日 

派 

遣 

期 

間 

４
柱 

(

合
計
17
柱) 

４
柱 

８
柱 

１
柱 

収
容
柱
数 

第 44 回小笠原ロードレース大会結果 

1月 22日に実施したロードレース大会の各部門の上位結果を紹介します。 

【小学生低学年男子の部 ２ｋｍ】 

第１位 鯰江 和人 8分 18秒 

第２位 持田 翼  8分 20秒 

第３位 老松 慧吾  8分 35秒 

第３位 高野 青波  8分 35秒 

【小学生低学年女子の部 ２ｋｍ】 

第１位 吉田 梨乃  9分 33秒 

第２位 川上 楓   9分 40秒 

第３位 髙嶺 佳加  9分 45秒 

【小学生高学年男子の部 ４ｋｍ】 

第１位 仲島 暖人 15分 31秒 

第２位 高野 碧  15分 44秒 

第３位 小野寺鼓童 16分 15秒 

【小学生高学年女子の部 ４ｋｍ】 

第１位 工藤 甘実 19分 59秒 

第２位 小田川日子 20分 09秒 

第３位 志村 愛海 21分 14秒 

【中学生男子の部 ６ｋｍ】 

第１位 高野 一海 24分 32秒 

第２位 中島 守海 24分 48秒 

第３位 楜澤  鈴 24分 59秒  

【中学生女子の部 ４ｋｍ】 

  第１位 鯰江 咲子 17分 15秒 

  第２位 森岡 未紗 18分 39秒 

  第３位 関口 碧海 18分 50秒 

 

【高校生男子の部 ６ｋｍ】 

  第１位 山田 健斗 26分 46秒 

  第２位 和田 稜泉 26分 54秒 

  第３位 塩田 太陽 28分 33秒 

【高校生女子の部 ４ｋｍ】 

  第１位 嶋 菜々子 20分 03秒 

  第２位 猪村 朝花 20分 15秒 

  第３位 楜澤 風  21分 20秒 

【一般男子の部 ６ｋｍ 】 

第１位 武市 要志 22分 51秒 

第２位 川口 敬示 23分 48秒 

第３位 深水 勝  23分 57秒 

【一般男子の部 ４ｋｍ】 

第１位 市野 雄一 15分 36秒 

第２位 清水 良一 19分 08秒 

第３位 小井沼 建 19分 32秒 

【女子の部 ４ｋｍ】 

第１位 井上 直美 17分 55秒 

第２位 矢嶋和歌子 18分 26秒 

第３位 赤石 優衣 18分 48秒 

 

【団体の部 男子 ６ｋｍ】上位５名の合計 

第１位 東京都小笠原支庁 

2時間 7分 36秒 

第２位 小笠原中学校 2時間 9分 9秒 

第３位 海上自衛隊父島基地分遣隊 

            2時間 10分 31秒 

第４位 パワーグリッド 2時間 10分 34秒 

 

【団体の部 女子 ４ｋｍ】上位５名の合計 

第１位 小笠原中学校 1時間 33分 27秒 

第２位 小笠原小学校 1時間 45分 24秒 

 第３位 小笠原高校  1時間 46分 40秒 

 第４位 役場女子   1時間 46分 51秒 

以上が各部門の表彰者です。（敬称略） 

マラソン日和の天候の下、参加選手は力強く走りました。大会の運営にご協力いただきました各関係機関および諸団体の皆

様に、紙面を借りてお礼申し上げます。なお記録集計の手違いにより、当日に団体女子の部の表彰ができませんでした。また

団体男子の部で順位を誤って発表してしまいました。大変申し訳ありませんでした。お詫び申し上げます。 

●問合せ先  小笠原ロードレース大会実行委員会（教育委員会内）２―３１１７ 

 

平
成
28
年
度 

硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
収
集
帰
還
報
告 

千鳥ヶ淵戦没者墓苑における戦没者遺骨

引渡式 
硫黄島（天山）における現地追悼式 

 

村長による遺骨収集現場の視察 

（第 1回収容派遣） 
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小
笠
原
村
で
は
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
ま
た

は
専
修
学
校
に
在
学
し
、
心
身
健
全
に
し
て
、
か
つ

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
方
を
対
象
に
学
資

金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

【
貸
付
の
資
格
】 

○
貸
付
の
日
の
３
年
前
か
ら
引
き
続
き
小
笠
原
村

に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟
で
あ
る
こ
と 

○
大
学
の
第
１
学
年
、
高
等
専
門
学
校
の
第
４
学

年
ま
た
は
専
修
学
校
の
第
１
学
年
で
あ
る
こ
と

（
た
だ
し
、
大
学
も
し
く
は
専
修
学
校
の
第
２
学

年
以
上
の
学
年
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
の
第
５
学

年
に
在
学
中
で
、
学
資
金
の
貸
付
を
必
要
と
す
る

特
別
の
事
情
が
発
生
し
た
場
合
を
除
く
） 

【
貸
付
金
額
】
月
額
２
万
５
千
円 

 

そ
の
ほ
か
申
請
方
法
、
償
還
の
方
法
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

２
―
３
１
１
７ 

     

村
・
都
民
税
（
住
民
税
）
は
、
都
や
村
が
お
こ
な

う
地
方
・
地
域
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
（
防
犯
、
消
防
、

教
育
、
福
祉
、
衛
生
、
上
下
水
道
や
道
路
整
備
・
維

持
管
理
な
ど
）
に
か
か
る
費
用
を
、
そ
こ
に
住
む
居

住
者
（
住
民
）
に
負
担
し
て
も
ら
う
と
い
う
性
格
を

持
つ
地
方
税（
都
道
府
県
や
市
町
村
に
納
め
る
税
金
）

で
す
。 

住
民
税
は
、
所
得
税
な
ど
国
税
の
確
定
申
告
（
自

ら
税
額
を
計
算
し
て
申
告
し
、税
金
を
納
め
る
方
式
）

と
異
な
り
、
市
町
村
が
税
額
を
計
算
し
、
課
税
者
に

納
税
通
知
を
送
付
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
適
正
な
課
税
を
行
う
た

め
に
、
毎
年
３
月
15
日
ま
で
に
「
住
民
税
の
申
告
書
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【
住
民
税
申
告
の
必
要
な
人
】 

 

①
原
則
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
が
住
所
地
（
居
住

地
）
の
市
町
村
で
申
告
が
必
要
で
す
（
次
の
【
住
民

税
申
告
の
必
要
の
無
い
人
」
を
除
く
）。 

 

②
住
所
地
以
外
に
家
屋
敷
等
の
あ
る
人
（
※
１
） 

【
住
民
税
申
告
の
必
要
の
無
い
人
】 

①
所
得
税
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
（
※
２
） 

②
前
年
中
の
所
得
が
給
与
や
公
的
年
金
の
み
の
人

で
、
給
与
ま
た
は
年
金
の
支
払
者
よ
り
当
該
市
町
村

に
そ
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
（
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
報
告
に
含
ま
れ
な
い
高
額
な
医
療
費
や
寄

附
金
な
ど
の
各
種
控
除
で
き
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ

の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
申
告
が
必
要

で
す
） 

 

③
申
告
し
て
も
、
結
果
的
に
住
民
税
が
非
課
税
と

な
る
人
（
※
３
） 

た
だ
し
、
非
課
税
証
明
書
や
所
得
証
明
書
な
ど
、

村
で
交
付
す
る
税
関
係
の
証
明
書
が
必
要
な
場
合
に

は
、
収
入
が
無
く
て
も
申
告
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
住
民
税
の
賦
課
資
料
は
、
国
民
健
康
保
険

税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
保

育
料
な
ど
の
算
定
資
料
、
児
童
福
祉
・
医
療
福
祉
・

障
害
福
祉
な
ど
の
手
当
・
給
付
金
な
ど
の
支
給
判
定

の
資
料
に
も
な
り
ま
す
。 

住
民
税
申
告
書
の
用
紙
は
、
村
役
場
の
税
務
係
や

母
島
支
所
窓
口
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。 

 

「
税
金
（
申
請
・
届
出
）」
の
「
個
人
の
住
民
税
（
村

民
税
・
都
民
税
）
関
連
の
申
告
・
届
出
」 

 

※
１ 

実
際
に
居
住
し
て
い
る
市
町
村
で
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
１
月
１
日
現
在
で
そ
の

住
所
地
以
外
に
も
家
屋
敷
等
（
家
屋
敷
ま
た
は
事
務

所
・
事
業
所
）
を
有
す
る
個
人
に
、
家
屋
敷
等
の
所

在
市
町
村
で
も
住
民
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
（
均
等
割

の
み
）。 

該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
家
屋
敷
等
の
所
在
地

の
市
町
村
に
住
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。 

※
２ 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
は
、

住
民
税
申
告
も
申
告
し
た
と
み
な
さ
れ
、
所
得
税
確

定
申
告
の
内
容
な
ど
を
も
と
に
新
年
度
の
住
民
税
が

計
算
さ
れ
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
所
得
税
の
計
算
に
は
必
要
な
い
も
の

の
住
民
税
の
計
算
で
必
要
に
な
る
事
項
の
記
載
欄
が

所
得
税
の
確
定
申
告
書
に
あ
り
ま
す
。「
所
得
税
の
確

定
申
告
の
手
引
き
」
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
漏
れ
が

無
い
よ
う
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
３ 

前
年
の
合
計
所
得
金
額
（
損
失
の
繰
越
控
除

前
の
金
額
）
が
、
住
民
税
均
等
割
の
非
課
税
限
度
額

を
越
え
な
い
人
。 

非
課
税
限
度
額
：
28
万
円×

（
控
除
対
象
配
偶
者

お
よ
び
扶
養
親
族
人
数
＋
１
）
＋
16
万
８
千
円
（
控

除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
に
加

算
） 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

     

４
月
１
日
よ
り
新
た
な
地
域
支
援
事
業
の
し
く
み

と
し
て
、「
新
し
い
総
合
事
業
」
が
実
施
さ
れ
、
予
防

給
付
か
ら
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
が
移
行
し
ま
す
。 

介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
方

に
は
、「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
３
月
中
旬
頃
配
布
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

ま
た
、
認
知
症
へ
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
た
ご

家
庭
で
簡
単
に
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
つ
い
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
同
封
す
る
予
定
で
す
。 

制
度
に
関
す
る
こ
と
や
ご
質
問
等
は
、
担
当
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１

 

 

  

【
実
施
日
程
】
３
月
16
日
（
木
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時 

【
実
施
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

     

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
３
月
24
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付
番
号 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 
小
笠
原
村
奨
学
資
金 

 

村
・
都
民
税
（
住
民
税
）
の 

申
告
に
つ
い
て 

 

介
護
保
険
制
度
「
総
合
事
業
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
つ
い
て 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 
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東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。（
※
予
約
が
必
要
で
す
。） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

無
料
法
律
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
８
日
（
水
）
午
後
５
時
～
７
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
７
日
（
火
）
午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

土
、
日
、
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く 

 

●
問
合
せ
先
・
予
約
電
話
番
号 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

    

交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
、
東
京

都
39
市
町
村
の
住
民
が
会
費
を
出
し
合
い
、
交
通
事

故
に
あ
っ
た
時
、
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

各
ご
家
庭
に
配
布
し
ま
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
加
入

申
込
書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
Ａ
コ
ー
ス
】 

年
会
費
千
円
で
最
高
３
０
０
万
円
の
見
舞
金 

【
Ｂ
コ
ー
ス
】 

年
会
費
５
０
０
円
で
最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金 

【
そ
の
他
】 

・
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も
、
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ま

の
い
る
会
員
が
交
通
災
害
で
死
亡
し
た
時
に
は
、
年

額
10
万
２
千
円
の
交
通
遺
児
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。 

     

○
詳
し
い
内
容
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
―
ム
ペ
ー

ジ
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

ち
ょ
こ
っ
と
共
済 

検
索 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

    

職　種
募集
人数

年齢要件
資格・
免許等

採用時期
申込
締切

試験日

保育士 1名
昭和52年
4月2日以
降生れ

保育士
H29年6月
以降

3/31 4/15

技術
（電気）

1名
昭和52年
4月2日以
降生れ

－
H29年7月
以降

5/16 5/28

詳しくは試験要項をご覧ください。要項は、村ホームページに
掲載しています。

　問合せ先　総務課総務係　２－３１１１ 

 

    

【
職
種
及
び
採
用
人
員
】
保
育
補
助
員 

１
名 

【
業
務
内
容
】
母
島
保
育
園
の
保
育
業
務 

【
採
用
予
定
日
】
４
月
１
日
～
９
月
30
日 

【
勤
務
日
時
】
平
日
の
週
２
日 

午
前
９
時
～
午
後

４
時
（
昼
休
み
１
時
間
含
む
） 

【
時
間
給
】 

○
１
，
３
２
０
円
（
保
育
士
資
格
有
） 

○
１
、
０
７
０
円
（
保
育
士
資
格
無
） 

【
応
募
資
格
】 

村
内
に
在
住
す
る
方 

【
募
集
要
項
の
配
布
】
３
月
１
日
（
水
）
か
ら
村
役

場
母
島
支
所
に
て
配
布
し
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
３
月
21
日
（
火
） 

【
選
考
方
法
】
面
接
試
験 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

母
島
支
所 

３
―
２
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

【
出
張
期
間
】
１
月
21
日
～
２
月
11
日 

・
東
京
都
町
村
会
町
村
長
会
議 

・
硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
引
渡
式 

・
東
京
港
ク
ル
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー 

・
返
還
50
周
年
記
念
事
業
調
整 

・
関
係
機
関
挨
拶 

 
●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

       

【
日
時
】
３
月
21
日
（
火
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、

離
職
、
解
雇
な
ど
） 

 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
等

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２ 

 

 
東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

法
律
相
談 

 

交
通
災
害
共
済 

「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」 

 
小
笠
原
村
職
員
募
集 

 

母
島
保
育
園
非
常
勤
職
員
募
集 

（
保
育
補
助
） 

 

村
長
出
張
報
告 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 
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30
歳
以
上
の
女
性
に
対
し
て
、
女
性
特
有
の
が
ん

検
診
の
費
用
が
無
料
と
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し

ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。 

※
こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が

ん
検
診
を
内
地
で
受
診
す
る
場
合
に
利
用
す
る
も
の

で
す
。ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
て
受
診
さ
れ
た
方
は
、

11
月
頃
に
実
施
予
定
の
「
小
笠
原
村
健
康
診
断
」
に

お
い
て
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
検
診
内
容
は
同
じ
）・

乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
検
査
及
び
視
触
診
を
実
施
）

を
受
診
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

※
ク
ー
ポ
ン
券
は
お
１
人
様
各
１
枚
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。 

※
が
ん
検
診
の
受
診
は
、
年
度
内
お
１
人
に
つ
き
１

回
で
す
。 

【
発
行
対
象
者
】
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
30
歳
以

上
の
女
性 

【
発
行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
】 

・
子
宮
頸
が
ん
検
診
用
（
内
診
、
細
胞
診
、
コ
ル
ポ

ス
コ
ー
プ
診
及
び
エ
コ
ー
） 

・
乳
が
ん
検
診
用
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
及
び
視
触
診
） 

【
受
診
で
き
る
医
療
機
関
】 

医
療
法
人
社
団 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ

ザ 

千
代
田
区
飯
田
橋
３-

６-

５
（
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅

前
） 

【
受
診
で
き
る
期
間
】
４
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月

31
日 

※
土
・
日
・
祭
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。 

※
受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
申
込
み
先
】 

《
父
島
》
村
役
場
村
民
課
福
祉
係 

《
母
島
》
母
島
支
所 

【
申
込
期
間
】
４
月
１
日
～
平
成
30
年
２
月
28
日 

な
お
、
次
の
年
齢
で
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
に

は
、
国
が
定
め
る
本
事
業
の
対
象
者
と
し
て
、
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送
い
た
し
ま
す
。 

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
対
象
者 

 

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
生 

○
乳
が
ん
検
診
対
象
者 

 

昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
52
年
４
月
１
日

生 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

     

東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
の
巡

回
相
談
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
予
約
の
申
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
相
談
で
き
る
内
容
は
、
目
（
視
覚
障
害
）、

耳
（
聴
覚
障
害
）、
肢
体
不
自
由
と
な
り
ま
す
。 

 

本
相
談
は
隔
年
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

◎
父
島 

【
日
時
】
５
月
15
日
（
月
）
午
後
２
時
～
午
後
５
時 

５
月
16
日
（
火
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内 

多
目
的
ホ
ー
ル 

◎
母
島 

【
日
時
】
５
月
17
日
（
水
）
午
前
10
時
～
正
午 

【
場
所
】
母
島
支
所 

【
対
象
者
】 

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
た
い
方（
障
害
部
位:

目
・
耳
・
肢
体
不
自
由
） 

②
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
方
で
、
内

容
の
変
更
を
し
た
い
方 

③
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
方
で
、
車

い
す
・
下
肢
装
具
・
補
聴
器
等
の
補
装
具
が
必
要
な

方
、
及
び
修
理
が
必
要
な
方
。 

※
た
だ
し
、
一
般
的
な
Ｔ
字
型
杖
の
交
付
、
及
び
介

護
保
険
法
対
象
者
（
65
歳
以
上
の
障
害
者
）
の
方
の

車
い
す
（
標
準
型
）
の
交
付
は
除
き
ま
す
。 

【
予
約
期
間
】 

《
視
覚
》
３
月
13
日
（
月
）
ま
で 

《
視
覚
以
外
》
４
月
10
日
（
月
）
ま
で 

※
予
約
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
直
接
会
場
に
お
越
し

に
な
っ
て
も
相
談
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

  
 
 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

   

◎
父
島 

【
日
時
】
３
月
２
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
４
時 

【
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所 

 

◎
母
島 

【
日
時
】
３
月
２
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時 

【
場
所
】
母
島
診
療
所 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

    

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
し
ま
す
。
６
歳

未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
手

数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。 ２

月
に
歯
科
健
診
が
で
き
な
か
っ
た
方
に
も
個
別

通
知
し
ま
す
。 

 【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６

か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
３
月
10
日
（
金
）
午
後
１
時
45
分
～
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

大
会
議
室 

 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

   

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子

手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
３
月
９
日
（
木
）
午
前
10
時
～
11
時 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー

ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

３
―
２
１
１
１ 

     

冷
凍
食
品
や
乾
物
を
利
用
し
て
、
簡
単
、
便
利
、

そ
れ
で
い
て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー

を
ご
紹
介
し
ま
す
。管
理
栄
養
士
と
一
緒
に
作
っ
て
、

お
い
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
！ 

事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
参
加
で
き
ま
す(

20
歳
以
上) 

【
日
時
】
３
月
６
日
（
月
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

調
理
室 

【
定
員
】
６
名 

【
講
師
】
管
理
栄
養
士
（
医
療
課
） 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９

 

女
性
特
有
の
が
ん
検
診 

ク
ー
ポ
ン
券 

 

心
身
障
害
者
（
児
） 

 
 
 
 
 

巡
回
相
談
に
つ
い
て 

 

定
期
予
防
接
種 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
父
島
） 

 

乳
幼
児
計
測
会
（
母
島
） 

 

栄
養
教
室
（
父
島
） 

～Chichijima

栄
養
教
室 

時
短
で
か
ん
た
ん 

バ
ラ
ン
ス
栄
養
食
～ 
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気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
下
さ
い
） 

【
日
時
】
３
月
22
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～
11

時 【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

入
口 

【
内
容
】
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

【
持
ち
物
】
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

※
雨
天
の
場
合
は
室
内
運
動
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

       

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
２
日
（
木
）・
３
日
（
金
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
５
日
（
日
）
～
９
日
（
木
） 

※
７
日
（
火
）
を
除
き
ま
す
。 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
受
付
時
間
（
父
母
共
通
）》 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
診
療
所 
 
 

２
―
３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,482 等級 大人 小人

47,880 40,970 23,940 (-156) 4,230 2,120

(-720) (-610) (-360) 14,412 (+350) (+180)

34,580 27,670 17,290 (-146) 5,080 2,540

(-520) (-410) (-260) 13,258 (+420) (+210)

26,060 20,850 13,030 (-134) 等級 A(6名用) B(4名用)

(-390) (-310) (-200) 1,551
22,870 18,300 11,440 (-16)

(-340) (-270) (-170) 1,154 8,742
等級 村民 村民小人 身障者 (-12) (+448)

39,240 19,620 23,940 8,196
(-590) (-300) (-360) (+420)

25,940 12,970 17,290 7,650
(-390) (-200) (-260) (+392)

19,550 9,780 13,030 876
(-290) (-140) (-200) (+45)

17,160 8,580 11,440 660
(-250) (-130) (-170) (+34)

3等品

8,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室

 
３
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物

運
賃
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

翌
月
以
降

の
調
整
金
ま
た
は
、

掲
載
に
な
い
料
金

は
直
接
営
業
所
２
―

２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
（

 
）

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま

す
。

3月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引

2等往復

10,000

 

 

    

【
職
種
】
記
帳
相
談
員
（
一
般
職
員
） 

【
募
集
人
員
】
１
名 

【
採
用
日
】
５
月
22
日
（
月
） 

【
勤
務
地
】
小
笠
原
村
父
島 

【
勤
務
内
容
】
税
務
・
労
働
保
険
事
務
等 

【
勤
務
時
間
】
１
日
８
時
間
（
週
40
時
間
） 

【
受
験
資
格
】
高
校
卒
業
以
上
で
40
歳
未
満
の
方 

【
採
用
条
件
】
採
用
後
、
商
業
簿
記
３
級
検
定
以
上

を
取
得
す
る
こ
と 

【
選
考
方
法
】
論
文
お
よ
び
面
接 

【
申
込
方
法
】
市
販
の
履
歴
書
に
記
入
・
押
印
し
、

写
真
を
貼
り
付
け
、
健
康
診
断
書
（
３
か
月
以
内
の

も
の
）
を
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
応
募
締
切
】
３
月
17
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で 

 

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
・
申
込
み
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 

２
―
２
６
６
６ 

     

商
工
会
青
年
部
で
は
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
実
施

し
ま
す
。 

 
【
日
時
】
３
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら 

【
集
合
場
所
】
宮
之
浜
海
岸
駐
車
場 

受
付
は
当
日
現
地
で
お
こ
な
い
ま
す
。 

村
民
の
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

な
お
、
ゴ
ミ
袋
は
商
工
会
青
年
部
で
用
意
し
て
あ

り
ま
す
が
、
軍
手
・
飲
み
物
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

２
―
２
６
６
６ 

   

【
対
象
】
新
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
、

保
護
者
が
就
労
・
疾
病
等
に
よ
り
、
適
切
な
保
育
を

必
要
と
す
る
児
童 

【
保
育
期
間
お
よ
び
時
間
】
４
月
１
日
（
土
）
～
30

日
（
日
）
の
平
日 

※
春
休
み
期
間
中
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
原
則

昼
食
は
自
宅
） 

※
学
期
中
は
下
校
時
～
午
後
５
時 

【
保
育
場
所
】
奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス 

【
定
員
】
各
学
年
10
名
※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、

必
要
性
の
高
い
方
を
優
先
し
ま
す
。 

【
利
用
料
】入
会
金 

千
円（
社
協
会
費
を
兼
ね
る
）、 

利
用
料 

６
千
円
、
保
険
料
８
０
０
円 

【
申
込
期
間
】
３
月
１
日
（
水
）
～
10
日
（
金
） 

【
入
会
説
明
会
（
予
定
）】
３
月
14
日
（
火
）
午
後

６
時
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
で
実
施 

 

●
問
合
せ
・
申
込
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

    

【
募
集
人
数
】
若
干
名 

【
契
約
期
間
】
４
月
１
日
～
30
日 

【
資
格
】
保
育
経
験
の
あ
る
方
ま
た
は
保
育
に
熱
意

の
あ
る
方 

【
応
募
期
間
】
３
月
24
日
ま
で 

【
申
込
方
法
】
履
歴
書
、
あ
れ
ば
資
格
証
明
書
（
写
）

を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
選
考
方
法
】
面
接 

【
勤
務
条
件
】
時
給
１
０
２
０
円 

 

●
問
合
せ
・
申
込
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（
父
島
） 

 

専
門
診
療
（
皮
膚
科
） 

 

小
笠
原
商
工
会
職
員
募
集 

 

宮
之
浜
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
実
施 

 

と
び
う
お
ク
ラ
ブ
入
会
児
童
募
集 

 

と
び
う
お
ク
ラ
ブ
補
助
員
募
集 
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第
49
回
「
星
が
生
ま
れ
る
」 

冬
の
星
座
の
時
期
も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
。
オ
リ
オ

ン
座
に
は
、
今
も
星
が
生
ま
れ
続
け
て
い
る
場
所
が

あ
る
よ
。
望
遠
鏡
で
見
て
み
よ
う
！ 

【
日
時
】
３
月
22
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

【
集
合
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的

室 【
参
加
費
】
３
０
０
円
（
保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
３
月
21
日
（
火
） 

 

●
問
合
せ
先 

国
立
天
文
台
内 

２
―
７
３
３
３ 

      

二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
同
日
共
同
開
催
し
ま
す
。 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、手
作
り
手
工
芸
品
、カ
フ
ェ
、

屋
台
、
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】
３
月
５
日
（
日
）
午
後
３
時
～
８
時
30
分 

【
場
所
】
お
祭
り
広
場
（
荒
天
時
・
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
） 

【
主
催
】
鼓
舞
ラ
イ
ブ
＆
ボ
ニ
ン
ハ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ

ト
２
０
１
７ 

【
協
賛
】（
株
）
と
き
わ 

【
協
力
・
後
援
】
小
笠
原
村
、
小
笠
原
村
社
会
福
祉

協
議
会 

【
協
力
】
小
笠
原
イ
ベ
ン
ト
協
議
会
、
小
笠
原
音
楽

愛
好
会
、
小
笠
原
祭
会
、
公
益
財
団
法
人 

東
京
都

公
園
協
会 

●
問
合
せ
先 

小
田
川
明
子 

 

０
９
０
―
３
６
０
８
―
７
８
３
７ 

                    

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日
の
間
、
父
島

及
び
聟
島
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
内
（
国
有
林
）

の
指
定
ル
ー
ト
を
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
と

し
て
利
用
さ
れ
る
方
を
対
象
と
し
た
講
習
会（
臨
時
）

を
開
催
し
ま
す
。
受
講
さ
れ
た
い
方
は
、
講
習
前
日

ま
で
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
母
島
で
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
大
至

急
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
こ
の
日
程
等
に
お
い
て
も
受
講
で
き
な
い

方
は
、
別
途
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】 

①
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
と
し
て
利
用
さ
れ

る
方 

②
①
を
受
講
さ
れ
た
方
及
び
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
議
会
登
録
ガ
イ
ド
（
陸
域
ガ
イ
ド
）
の
方
で
東

平
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー 

(

Ｓ
Ａ) 

の
林
内
歩
道
２
を
利
用
さ
れ
る
方 

【
問
合
せ
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時 

※
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く 

【
受
講
当
日
の
持
ち
物
】
受
講
さ
れ
る
方
は
、
講
習

会
当
日
、
18
歳
以
上(

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在)

で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の
（
免
許
証
な
ど
）

及
び
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
窓
口
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
・
小
笠

原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
、
国
有
林
課 

【
父
島
会
場
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
会
議
室 

【
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
】 

《
更
新
・
新
規
》
３
月
10
日
（
金
）
午
後
４
時
～
７

時
30
分 

【
Ｓ
Ａ
林
内
歩
道
利
用
の
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指

導
者
】 

《
更
新
・
新
規
》
３
月
10
日
（
金
）
午
後
７
時
30
分

～
８
時
30
分 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

      

母
島
に
お
い
て
、
西
浦
な
ど
国
有
林
内
の
指
定
ル

ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
の
簡
易
な
講
習

と
入
林
申
請
受
付
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
講
習
の
対

象
者
は
、
村
民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で

利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
に
は
、
指
定
ル
ー
ト
の
利
用
に
は
講
習
修

了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る
「
年
間
パ
ス
」

の
携
行
が
必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な
い
方
又

は
パ
ス
の
更
新
時
期
を
迎
え
る
方
は
お
気
軽
に
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
３
月
21
日
（
火
）
午
後
６
時
～
７
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議

室 
 

【
必
要
な
も
の
】 

 

講
習
会
当
日
に
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
証
明

で
き
る
も
の
（
免
許
証
な
ど
）
及
び
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。 

②
ま
た
、
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
別
途
利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で

す
。
村
民
向
け
簡
易
講
習
終
了
後
に
講
習
受
講
が
可

能
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。 

な
お
、
父
島
に
お
い
て
も
、
電
話
に
て
随
時
受
付

ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

      

本
年
度
第
２
回
の
保
全
管
理
委
員
会
な
ど
を
開
催

し
ま
す
。 

傍
聴
は
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
の
で
、み
な
さ
ま
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 【
利
用
専
門
部
会
】 

《
日
時
》
３
月
３
日(

金)

午
後
２
時
～
３
時
15
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
保
全
管
理
委
員
会
】 

《
日
時
》
３
月
３
日(

金)

午
後
３
時
30
分
～
５
時

30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 
「
ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
」 

開
催 

  
So!so!so!

鼓
舞
ラ
イ
ブ
＆ 

ボ
ニ
ン
ハ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
＆ 

２
０
１
７ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
利
用
講

習
会
並
び
に
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
林

内
歩
道
２
の
利
用
講
習
会
（
臨
時
） 

 
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
簡
易

講
習
会
（
新
規
・
更
新
）
の
実
施 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
保
全 

管
理
委
員
会
の
開
催 
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●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２-

３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 

２-

２
１
０
３ 

     

【
３
月
の
開
館
】
３
月
５
日
、
17
日
、
31
日
以
外
毎

日
開
館 

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
夜
間

～
午
後
９
時
） 

※
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
特
別
展
】 

《
本
館
》「
ク
ジ
ラ
と
小
笠
原
」
～
た
べ
る
鯨 

み
る

鯨
～
開
催
中 

 

島
の
暮
ら
し
と
ク
ジ
ラ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
生
態

を
含
め
紹
介
し
ま
す
。
実
物
大
ク
ジ
ラ
の
展
示
も
あ

り
ま
す
。 

《
新
館
》「
小
笠
原
の
ど
う
ぶ
つ
展
」
開
催
中 

【
講
演
会
】 

２
０
１
７
年
第
１
回
首
都
大
学
東
京
公
開
講
座 

①
ヤ
ギ
に
よ
り
表
土
が
流
れ
て
し
ま
っ
た
島
に
植
物

は
も
ど
る
か 

《
講
師
》
可
知
直
毅
（
理
工
学
研
究
科
教
授
／
小
笠

原
研
究
委
員
長
） 

②
父
島
北
部
だ
け
で
こ
の
地
域
の
水
資
源
を
確
保
で

き
る
か
？ 

《
講
師
》松
山 

洋（
都
市
環
境
科
学
研
究
科
教
授
） 

《
日
時
》
３
月
28
日
（
火
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

《
場
所
》
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
ホ
ー
ル 

《
主
催
》
首
都
大
学
東
京
小
笠
原
研
究
委
員
会 

《
共
催
》
Ｂ
Ｉ
Ｏ 

《
協
力
》（
公
財
）
東
京
都
公
園
協
会
、
小
笠
原
村 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１

        

【
日
時
】
３
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
午
後
９
時 

【
場
所
】
Ｂ-

し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

【
講
習
内
容
】 

○
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学 

○
小
笠
原
の
基
礎
鯨
類
学 

【
対
象
者
】
15
歳
以
上
（
ガ
イ
ド
経
験
不
問
、
鯨
類

と
ガ
イ
ド
の
勉
強
を
し
た
い
方
） 

※
要
予
約
で
す
。
詳
細
は
村
内
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会 

２
ー
３
２
１
５ 

 

       
 

 
 

海
洋
島
に
た
ど
り
着
い
た
生
き
物
た
ち
は
、
外
敵

や
競
争
相
手
の
少
な
い
環
境
で
進
化
と
分
化
を
遂
げ

ま
し
た
。
そ
れ
が
小
笠
原
の
生
態
系
で
す
。
そ
の
た

め
、
外
来
種
の
影
響
に
よ
る
環
境
の
変
化
に
弱
く
、

耐
え
ら
れ
ず
に
数
を
減
ら
し
て
い
る
生
き
物
が
多
く

い
ま
す
。 

小
笠
原
に
は
、
様
々
な
ル
ー
ト
で
外
来
種
が
持
ち

込
ま
れ
ま
す
が
、
一
旦
侵
入
し
た
外
来
種
を
防
除
す

る
こ
と
は
と
て
つ
も
な
く
大
変
で
す
。
そ
の
た
め
、

新
た
な
外
来
種
の
侵
入
・
拡
散
を
防
止
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。 

１
月
号
で
紹
介
し
た
「
管
理
計
画
」
の
改
定
作
業

の
中
で
も
集
中
的
に
議
論
さ
れ
て
お
り
、
２
月
16
日

に
行
わ
れ
た
行
政
や
関
係
団
体
に
よ
る
地
域
課
題
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
持
ち
込
ま
れ
る
外
来
種

へ
の
対
応
や
、
土
付
き
苗
の
取
り
扱
い
等
が
協
議
さ

れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
ふ
ま
え
、
対
策
強
化
の
た
め

の
体
制
や
制
度
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
皆
様
に
も
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
こ

と
と
し
て
、「
外
来
種
の
被
害
予
防
三
原
則
」
が
あ
り

ま
す
。 

○
小
笠
原
以
外
の
地
域
か
ら
悪
影
響
を
及
ぼ
す
か

も
し
れ
な
い
植
物
や
動
物
、
土
・
土
付
き
苗
な

ど
を
む
や
み
に
「
入
れ
な
い
」 

○
飼
っ
て
い
る
動
物
や
育
て
て
い
る
植
物
を
無
責

任
に
野
外
に
「
捨
て
な
い
」 

○
荷
物
や
服
、
靴
を
確
認
す
る
な
ど
、
島
内
や
他

の
島
に
外
来
種
を
「
拡
げ
な
い
」 

こ
れ
だ
け
日
常
的
に
「
外
来
種
」
が
意
識
さ
れ
る

こ
と
は
海
洋
島
で
あ
る
小
笠
原
の
大
き
な
特
徴
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
様
の
生
活
や
産
業

に
配
慮
し
つ
つ
取
組
・
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係 

２
―
３
１
１
１ 

       

世
界
自
然
遺
産
の
管
理
計
画
の
改
定
に
つ
い
て
、

地
域
連
絡
会
議
及
び
科
学
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
検

討
し
ま
す
。
会
議
は
公
開
と
し
、
皆
様
の
傍
聴
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

◎
地
域
連
絡
会
議
下
部「
管
理
計
画
改
定
作
業
部
会
」 

科
学
委
員
会
下
部
「
管
理
計
画
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
改
定
Ｗ
Ｇ
」（
合
同
開
催
） 

【
日
時
】
３
月
６
日
（
月
）
午
後
４
時
30
分
～
６
時

30
分 

 

【
会
場
】 

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

《
母
島
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

《
内
地
》
小
笠
原
村
東
京
連
絡
所
会
議
室 

【
内
容
】 

・
地
域
主
体
で
実
施
し
た
振
り
返
り
の
ま
と
め
※
こ

れ
ま
で
の
総
括
含
む 

・
管
理
計
画
に
加
え
る
べ
き
「
大
き
な
」
方
向
性
を

確
認
（「
地
域
と
の
共
生
」「
行
政
の
支
援
の
も
と
で

の
地
域
の
協
力
」
な
ど
） 

 

◎
科
学
委
員
会
下
部
「
管
理
計
画
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
改
定
Ｗ
Ｇ
」（
単
独
開
催
） 

【
日
時
】
３
月
６
日
（
月
）
午
後
６
時
30
分
～
７
時

30
分 

 

【
会
場
】
同
上 

【
内
容
】 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の 

お
知
ら
せ 

 

Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
新
規
認
定 

講
習
会
（
父
島
） 

 

私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と 

～
新
た
な
外
来
種
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
に
～ 

  
 

管
理
計
画
改
定
作
業
部
会
・ 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
改
定
Ｗ
Ｇ
の 

合
同
開
催
に
つ
い
て 
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○
無
人
島
・
生
態
系
を
メ
イ
ン
に
し
た
５
年
間
の

振
り
返
り 

○
管
理
計
画
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
改
定
の
方
向

性 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

      

「
鯨
類
目
視
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
」 

  

お
が
さ
わ
ら
丸
の
ド
ッ
ク
期
間
中
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ

ラ
が
島
の
ま
わ
り
に
、
ど
れ
だ
け
生
息
し
て
い
る
の

か
を
調
べ
る
た
め
の
目
視
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

            

右
の
地
図
の
通
り
、
父
島
列
島
の
周
辺
に
予
め
設

定
し
た
コ
ー
ス
を
船
が
航
行
し
、
乗
船
し
た
調
査
員

が
鯨
類
を
探
し
た
結
果
、
コ
ー
ス
上
か
ら
発
見
出
来

た
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
、
重
複
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す

が
、
43
群
70
頭
に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
は
目
視
調
査
で
の
発
見
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
集
中
す
る
水
深
帯
や
海
底
地
形
な
ど

を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ザ
ー

か
ら
の
定
点
観
測
で
は
、
30
分
間
で
10
頭
以
上
の

ク
ジ
ラ
を
発
見
し
て
い
ま
す
。
本
格
的
な
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
自

主
ル
ー
ル
の
遵
守
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

最
後
に
調
査
へ
ご
協
力
い
た
だ
い
た
船
主
お
よ
び

調
査
員
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会 

２
ー
３
２
１
５ 

  

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

 

第
二
十
三
貝
「
復
活
の
呪
文
」 

 
な
ぜ
マ
イ
マ
イ
を
守
る
の
か
。 

多
様
な
マ
イ
マ
イ
が
い
る
こ
と
が
、
豊
か
で
安
定

し
た
小
笠
原
の
生
態
系
を
生
む
た
め
、
だ
け
で
し
ょ

う
か
？ 

私
が
マ
イ
マ
イ
好
き
に
な
っ
た
の
は
、
た
っ
た
三

年
前
の
こ
と
で
し
た
。
分
厚
く
て
安
心
感
の
あ
る
殻

や
、
親
の
体
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
く
ら
い
大
き
な

卵
、
そ
れ
ぞ
れ
に
暮
ら
す
場
所
が
限
ら
れ
て
い
て
殻

の
模
様
や
形
も
違
う
、
そ
こ
で
し
か
会
え
な
い
ご
当

地
ア
イ
ド
ル
！
私
は
好
き
に
な
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。 

で
も
、
彼
ら
を
知
っ
た
と
き
に
は
も
う
父
島
の
遊

歩
道
で
は
見
ら
な
い
状
態
。
好
き
に
な
っ
た
も
の
が

絶
滅
の
危
機
！
直
感
的
に
守
ら
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま

し
た
。 

私
は
飼
育
と
い
う
形
で
保
護
に
参
加
で
き
ま
し
た

が
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
マ
イ
マ

イ
を
守
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
人
の
「
守
り
た
い
」
を
作
る
に
は
、
ま
ず
は
「
そ

れ
知
っ
て
る
！
」
を
増
や
す
こ
と
か
ら
。
実
際
に
私

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
少
し
見
た
り
聞
い
た
り

す
る
だ
け
で
マ
イ
マ
イ
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

だ
か
ら
「
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
」
の
読
者
の
皆
さ
ん

に
は
マ
イ
マ
イ
を
知
ら
な
い
人
た
ち
に
伝
え
て
ほ
し

い
の
で
す
。
詳
し
い
こ
と
で
な
く
て
も
、
小
笠
原
に

し
か
い
な
い
、
こ
の
ま
ま
で
は
絶
滅
し
て
し
ま
う
魅

力
的
な
マ
イ
マ
イ
が
い
る
こ
と
だ
け
で
も
。 

マ
イ
マ
イ
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
、
お
が

さ
わ
ら
丸
乗
船
前
の
マ
ッ
ト
を
使
う
時
間
が
一
秒
伸

び
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
一
人
一
人
の
一
秒
が
未

来
の
マ
イ
マ
イ
、
未
来
の
小
笠
原
を
変
え
る
か
も
し

れ
な
い
。 

そ
ん
な
に
す
ぐ
に
は
う
ま
く
は
い
か
な
い
か
も
。

で
も
人
の
わ
が
ま
ま
で
絶
滅
に
追
い
込
ん
だ
の
だ
か

ら
、
人
の
わ
が
ま
ま
で
復
活
さ
せ
た
い
の
で
す
。 

【
文
】
小
笠
原
高
校 

髙
橋
海
里 

【
イ
ラ
ス
ト
】

小
笠
原
高
校 

髙
橋
ひ
か
る
・
髙
橋
海
里 

                 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
１９０ 

 

―
ウ
ミ
ガ
メ
漁
始
ま
り
ま
す
― 

 

今
年
も
ま
た
ウ
ミ
ガ
メ
漁
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
島
を
代
表
す
る
食
文
化
・
ウ
ミ
ガ
メ
料
理
を

一
番
新
鮮
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
の
も
こ
の
季
節

で
す
。
昨
年
度
は
カ
メ
煮
込
み
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
今
年
は
カ
メ
漁
師
さ
ん
直
伝
の
刺
身
用

の
お
肉
を
使
っ
た
料
理
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

《
カ
メ
ロ
ー
ス
ト
》 

①
酒
・
醤
油
・
み
り
ん
を
１
：
１
：
１
で
混
ぜ
、
ニ

ン
ニ
ク
を
入
れ
て
火
に
か
け
ア
ル
コ
ー
ル
を
飛
ば
す
。

別
容
器
に
移
し
な
が
ら
濾
し
と
っ
た
ら
タ
レ
が
完
成 

②
カ
メ
肉
を
ス
ラ
イ
ス
し
、
塩
胡
椒
と
砂
糖
を
ま
ぶ

し
て
少
し
置
く 

③
ス
ラ
イ
ス
し
た
カ
メ
肉
を
強
火
で
４
面
焼
く 

④
焼
い
た
ら
す
ぐ
に
タ
ッ
パ
ー
に
移
し
、
新
聞
紙
で

包
ん
で
約
30
分
置
く
（
こ
の
間
に
中
ま
で
熱
が
通
る
） 

⑤
器
に
移
し
て
①
の
タ
レ
を
か
け
れ
ば
完
成
で
す
。 

刺
身
用
の
お
肉
は
少
し
高
い
で
す
が
、
ロ
ー
ス
ト
ビ

ー
フ
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
カ
メ
ロ
ー
ス
ト
を
ぜ
ひ

ご
家
庭
で
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

―
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
開
催
― 

 

３
月
12
日
（
日
）
午
後
５
時
30
分
か
ら
、
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室
に
て
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
を
開

催
し
ま
す
。
毎
年
恒
例
の
小
笠
原
小
学
校
５
年
生
の

発
表
や
、２
０
１
６
年
度
の
産
卵
ふ
化
状
況
に
加
え
、

東
京
海
洋
大
学
大
学
院
生
に
よ
る
「
小
笠
原
諸
島
に

お
け
る
産
卵
巣
数
の
変
動
要
因
」
に
つ
い
て
な
ど
、

小
笠
原
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
に
つ
い
て
の
情
報
が
満
載

の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

２
―
２
８
３
０ 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ
チ

ャ
ー 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

 

星印が調査開始地点 
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不発弾処理のお知らせ 
父島と母島で不発弾処理を実施します。 

処理には万全を期しますが、より安全を確保するため、当日は立ち入り

制限を実施しますので、村民の皆様のご協力をお願いします。 

 

処理作業の状況により、規制時間が変更することがあります。 

規制の解除等は防災行政無線でお知らせしますので、ご注意ください。 

【場所】 

評議平発生土置き場 

【処理日程】3月 10日（金） 

【立入禁止時間】 

午前７時～11時ごろ 

☆母島島内で発見された不発

弾を、発生土置き場へ運搬し、

土中にて爆破処理を行いま

す。 

☆当日は、処理地点から陸域

半径１００ｍ以内は立入禁止

となります。また、玉川ダム

方面は通行止めとなります。 

問合せ先 

母島支所 ３－２１１１ 

【処理日程】3月 11日（土） 

【予備日】 3月 12日（日） 

【立入禁止時間】 

午前７時～午後 3時ごろ 

☆父島島内で発見された不発

弾を、発生土置き場の土中に

て爆破処理を行います。 

☆当日は、処理地点から陸域

半径１３０ｍ以内は立入禁止

となります。また、都道終点

から飯盛山・象鼻崎方面は通

行止めとなります。 

問合せ先 

総務課 ２－３１１１ 

通行止（飯盛山・象鼻崎方面） 

午前７時から午後３時ごろ 

不発弾処理現場 

立入禁止区域 

父島 

不発弾処理現場 

立入禁止区域 
通行止 ３月１０日（金） 

午前７時から１１時ごろ 

南進線 

至 玉川ダム 

母島 
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クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：一人暮らしだと、ついつい野菜は買わないんだよね。量が多くて使いきれないし。 

保健師：クジラさん、同じ食材でも調理法を変えたり、冷凍野菜を使って 1 人分の料理をし

たりと、少しの工夫で簡単に野菜が食べれるようになるんですよ。 

クジラ：うーん。でもな、作り方もわからないし・・・。 

保健師：そうしたら、ぜひ栄養教室への参加をお勧めします。専門の栄養士と一緒に食事につ

いて学んで、その後、実際に料理をしてみんなで食べるんですよ。 

クジラ：へぇー、そんなことやっていたんだ。行ってみようかな。 

― 村民課福祉係 ― 

―  第２０５号 ― 

 

私たちの体は、食べたもので出来ています。なんてフレーズをどこかで聞いたことはありませんか？ 

美味しいものを食べることが出来るのはとても幸せな事です。でも、おいしいもの＝体に良いとは限らないもの… 

今月は食べ物の中でも特に野菜に注目して食事を考えましょう！野菜、ちゃんと食べていますか？ 

目標量 

140g(2 皿分) 

サラダ  具だくさん味噌汁  お浸し 

大きめの皿の 

野菜料理 
野菜の煮物  野菜炒め 

小皿の 

野菜料理 
70ｇ(1 皿分) 

健康の維持・増進に必要な 

栄養素やエネルギーを 

摂取するためです 

野菜はなぜ必要なの？ どのくらい足りてないの？ 

平成 26 年に行われた調査

では、平均して 1 皿(70g)

分の野菜が足りません 

冷凍野菜や乾物、缶詰など

を上手に活用することで、

時短・簡単に料理できます 

忙しくて料理できない！ 

父島の栄養教室の日程につきましては、健康・保健のコーナーのページをご覧ください（母島は終了しました） 

小松菜の胡麻和え 

材料（1 人分） 

小松菜・・・70g 

しょうゆ・・2.4g 

さとう・・・0.8g 

ねりごま(黒)・3g 

＜作り方＞ 

①調味料を合わせる 

②お湯を沸かし、小松

菜をさっと茹でる 

③水分をよく切り、 

調味料と合わせる 

例えばこんな料理は 

いかがですか？ 

過去の栄養教室レシピです 

具だくさん味噌汁 

材料（1 人分） 

大根・・・20g 

人参・・・10g 

ごぼう・・20g 

しめじ・・10g 

ほうれん草・20g 

みそ・・・12g 

だし・・・300cc 

＜作り方＞ 

①野菜を食べやすい

大きさに切る 

②だしに野菜を入れ、 

煮る 

③味噌を入れる 

 

毎年開催している栄

養教室では、他にも

いろいろなレシピを

紹介します！ 

 

野菜は 1 日 350g＝1 日 5 皿（1 皿の目安は 70g） 

「あと 1 皿」野菜を食べよう！ 

 

http://3.bp.blogspot.com/-v3bUhbtBi1Y/UUFxxbikL-I/AAAAAAAAO1A/vqZw9bYuabY/s1600/vegetable.png
http://illpop.com/png_foodhtm/vegetable_a08.htm
http://4.bp.blogspot.com/-cFsd5_4GDYI/UrEhhuJbbRI/AAAAAAAAb5Y/KL-WQikR7bk/s800/food_tonjiru.png
http://illpop.com/png_foodhtm/vegetable_a14.htm
http://illpop.com/png_foodhtm/vegetable_a01.htm
http://4.bp.blogspot.com/-cFsd5_4GDYI/UrEhhuJbbRI/AAAAAAAAb5Y/KL-WQikR7bk/s800/food_tonjiru.png
http://illustrain.com/?p=10738


　　　　　入港日 　　　　　出港日

行政相談

自主放送グループヒアリング（父島） 小笠原中学校卒業式

定期予防接種 商工会職員募集〆切

皮膚科専門診療（母島～3日） 第1回定例会本会議

自主放送グループヒアリング（母島）

森林生態系保護地域保全管理委員会

　　　　　出港日 　　　　　入港日

母島小中学校卒業式

小笠原高校図書館開放

皮膚科専門診療（父島～９日※７日除く）

商工会ビーチクリーン（父島）

so!so!so!鼓舞ライブ＆ボニンハートマーケット（父島）

小笠原高校図書館開放

栄養教室（父島） 母島保育園非常勤職員募集〆切

管理計画改定検討会議 母島巡回労働相談

国有林指定ルート入林講習（母島）

　　　　　入港日 　　　　　出港日

東京三弁護士会法律相談（母島） ヘルスアップ教室（父島）

第1回定例会本会議 ギャラクティック・キッズ（父島）

村民相談 小笠原小学校卒業式

第1回定例会本会議

東京三弁護士会法律相談（父島）

動物巡回診療（父島）申込〆切 粗大ごみ収集（母島）

乳幼児計測会（母島） 電話による無料法律相談

とびうおクラブ補助員募集〆切

　　　　　出港日

不発弾処理（母島）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

とびうおクラブ入会〆切

不発弾処理（父島） 　　　　　入港日

小笠原高校卒業式

ホエールウォッチングインタープリター講習会（父島）

動物巡回診療（父島） 小笠原高校図書館開放

小笠原高校図書館開放

　　　　　入港日

公共施設等総合管理計画意見募集〆切 　　　　　出港日

31 金

水 30 木

29 水

15

14 火

13 月 28 火

12 日 27 月

11 土 26

25 土

日

金

木9 24 金

23 木8

10

水

火 22 水

21 火

7

月

6 月

5 日 20

4 土 19 日

3 金 18 土

木 17 金

16 木

2

1 水

日付 曜日 行　事　予　定日付 曜日 行　事　予　定

春分の日


